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令和５年度
筑波大学附属桐が丘特別支援学校

研究紀要第 59 巻　執筆要項

Ⅰ.	原稿の仕様（学校研究，個人・グループ研究，その他共通）

１.	 Wordを使用し，A4判に横書き，2段に段組み，2,500字（25字×50行×2段）で印字された原稿で，

本文中に図表を入れて完成したものを提出する。

２.	 図表（写真も含む）は上記1．とは別に図表のみのファイルを作成し，加工，修正が可能な状態で

提出する。

３.	 表題は，1ページ目の先頭に2段組みせずに記載（MSPゴシック（太字）18pt）し，副題を付ける場

合は表題の下に記入（MSPゴシック（太字）16pt）する。さらに，執筆者名はその下に記入（MSPゴ

シック（細字）12pt）する。

４.	 要旨（アブストラクト）は，表題（および副題）の下に，2段組にせず400字以内で記載（MS明朝体（細

字）9pt）する。

５.	 1名による執筆の表題，執筆者名，本文，図表，文献等を全て含めた原稿の刷り上がり頁数は11ペー

ジを上限とする。ただし，2名による共同研究の執筆の場合は19ページを上限とし，3名以上によ

る共同研究の執筆の場合は29ページを上限とする。

６.	 フォルダ内の元ファイルを使用して作成し，上書き保存はしないようにする。

Ⅱ．文献

１．本文において引用されたすべての文献（引用文献）は，論文の最後に著者名をアルファベット順（ア

イウエオ順ではない）に一括して記載する。記載の様式は以下のとおりとする。

雑誌：著者名（西暦年）題目,	雑誌名,	巻数（必要な場合は号数）,	開始頁－終了頁.

著書：著者名（西暦年）書名.	出版社,	出版地（国内は省略）,	開始頁－終了頁.（頁は省略可）

（例）　　1）宇野彰（2007）ことばとこころの発達と障害 .	永井書店
※文献記載の書式の詳細については「特殊教育学研究」和文論文執筆の手引きを参照

２．引用文献，参考文献の番号のふり方は１）２）３）…のように全角数字と片カッコとする。

Ⅲ．研究倫理の遵守

執筆者は論文の内容について十分に人権および研究倫理上の配慮をしなければならない（個人情報

に関する配慮や写真掲載の許諾など。）また，研究実施の際に配慮した研究倫理に係る事項があれば，

論文中に記載すること。
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